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「
た
っ
ち
ょ
」
の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る

た
ち
う
お
。
立
っ
て
泳
ぐ
姿
か
ら
11
月
11
日
を

「
た
っ
ち
ょ
の
日
」
と
制
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

合
わ
せ
、
毎
月
11
日
を
た
ち
う
お
Ｐ
Ｒ
の
日
と
し

て
、
市
内
飲
食
店
で
た
ち
う
お
料
理
が
積
極
的
に

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
た
っ
ち
ょ
の
日
」
で
あ
る
11
月
11
日
、

和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
株
式
会
社
、
紀
州
有
田

商
工
会
議
所
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
た
ち
う
お
を

は
じ
め
、
市
の
特
産
品
を
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
有
田
市
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。　

日
時　

11
月
11
日
（
土
）

11
時
〜
15
時　

※

荒
天
中
止

場
所　

和
歌
山
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ

イ
コ
ラ
ス
ト
リ
ー
ト

実
演
販
売

・
ほ
ね
く
（
た
ち
う
お
の

　
す
り
身
の
天
ぷ
ら
）

無
料
配
布

・
た
ち
う
お
の「
浜
焼
き
」

　
　
　
　
（
約
２
０
０
本
）

・
有
田
市
認
定
み
か
ん

　
　
　
　
（
約
６
０
０
個
）

有
田
市
特
産
品
販
売

　
　

産
業
振
興
課

　
　
　
　
（
内
線
２
７
２
）

　

統
計
デ
ー
タ
か
ら
も
、
た
ち
う
お
網
を
取
り
入

れ
た
漁
が
始
ま
っ
た
昭
和
44
年
か
ら
、
た
ち
う
お

漁
獲
量
が
劇
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
現
在
、
最
盛
期
と
比
べ
、
漁
獲
量
は
減
っ

て
い
る
も
の
の
、
た
ち
う
お
漁
獲
量
は
全
国
一
位

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

た
ち
う
お
網
の
開
発
や
改
良
、
漁
師
さ
ん
の
技

術
や
誇
り
。

　

有
田
市
の
漁
業
は
そ
う
い
っ
た
歴
史
や
人
々
の

思
い
に
支
え
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

問

た
ち
う
お
漁
の
は
じ
ま
り

有
田
市
フ
ェ
ア

◆
11
月
11
日
は
「
た
っ
ち
ょ
の
日
」

◆
た
ち
う
お
漁
が
は
じ
ま
っ
て

　

た
ち
う
お
漁
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
44
年
で

し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
タ
イ
や
イ
カ
、
ハ
モ
、
イ

ト
ヨ
リ
が
獲
れ
て
い
て
、
た
ち
う
お
も
多
少
は
獲

れ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
常
に
獲
れ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
で
す
ね
。

　

あ
る
時
か
ら
、
し
ら
す
を
獲
る
船
に
た
ち
う
お

が
い
っ
ぱ
い
入
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
た

ち
う
お
に
目
を
つ
け
、
た
ち
う
お
網
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
た
ち
う
お
網
は
海
の
上
の
方
か
ら
下
の
方

ま
で
幅
広
く
獲
る
こ
と
が
で
き
、
た
ち
う
お
網
を

取
り
入
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
た
ち
う
お
が

す
ご
く
獲
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
網
は
そ
れ

ぞ
れ
の
船
で
ち
が
っ
て
い
て
、
み
ん
な
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
ま
す
。

　

た
ち
う
お
網
に
な
っ
て
か
ら
は
、
揚
げ
る
た
び

に
た
ち
う
お
が
大
量
に
獲
れ
て
、
ま
る
で
下
か
ら

湧
い
て
く
る
よ
う
で
し
た
ね
。

　

今
、セ
リ
の
レ
ー
ン
は
３
レ
ー
ン
あ
り
ま
す
が
、

当
時
は
１
レ
ー
ン
し
か
な
く
、
み
ん
な
が
獲
っ
た

大
量
の
魚
を
セ
リ
終
わ
る
の
に
、
リ
ヤ
カ
ー
が
ず

ら
っ
と
並
ん

で
、
４
〜
５

時
間
待
つ
こ

と
も
あ
り
ま

し
た
。

　
父
も
祖
父
も
漁
師
だ
っ
た
と
い
う
田
中
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

◆
か
つ
て
の
漁
業
風
景

　

昭
和
26
年
に
漁
師
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
３
〜
４

年
、
う
ち
の
う
た
せ
船
は
漁
場
と
港
の
往
復
は
エ

ン
ジ
ン
を
使
い
、
漁
を
す
る
時
は
風
の
力
で
動
く

帆
船
で
し
た
。

　

網
は
木
綿
の
網
で
、
洗
っ
て
干
し
て
、
手
入
れ

が
大
変
で
し
た
。
昭
和
35
年
頃
か
ら
は
、
ナ
イ
ロ

ン
製
に
変
わ
り
、水
切
れ
も
よ
く
な
り
ま
し
た
ね
。

　

魚
を
引
き
あ
げ
る
の
も
、
今
は
電
動
で
す
が
、

昔
は
人
力
。
船
に
４
人
ほ
ど
乗
り
、
力
を
合
わ
せ

て
引
い
て
い
ま
し
た
。
昔
の
漁
は
力
が
い
り
ま
し

た
ね
。

（箕島漁業協同組合 蔵）

太刀魚の浜焼き 太刀魚のほねく

昭和40年代　有田市のたちうお漁獲量

出典：和歌山農林水産統計年報単位：トン
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田中泰弘さん（79）
た なかやすひろ
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有田の底びき網漁業

↓白い帆をふくらませて走る帆船型うたせ船（箕島漁業協同組合 蔵）

たちうお漁獲量日本一の有田市。
有田のたちうお漁が日本一である理由は、技術はもちろん、専用の網を使用
した小型底引き網漁船（うたせ船）を有しているからです。
もともと天保年間に阿波国（現在の徳島県）を見習った漕うたせ漁業でしたが、
時代とともに造船技術が発達し、現在の船へと進化してきました。

こぎ



⑤ ARIDA　2017. 11

徳本行者の足跡にふれて

　郷土資料館特別展「念仏行者徳本―200回忌記念―」
が10月14日（土）から始まりました。展示物のひと
つ、徳本所用の木魚は、叩いたと思われる箇所が割れて
おり、上人が修行中、一日に多くて一万遍の念仏を唱え
ていたことを彷彿とさせるもので、来場者は「えらい
もんやねぇ」と関心していました。展示会は12月10日
（日）まで開催しています。ぜひお越しください。

歩いて感じる歴史ロマン

　10月15日（日）、時さかのぼる歩き旅を開催しまし
た。雨にも関わらず市内外から114名の方が集まり、赤
岩観音、国主神社などの寺社仏閣や弓場池、山本屋敷を
経由して市立病院へ戻る全行程約9.8㎞のコースを歩き
ました。正善寺では国の重要文化財である「木造大日如
来坐像」を堪能し、それぞれの名所では「有田市語り部
の会」による歴史ガイドに耳を傾けていました。

楽しみながら健康チェック！

　10月15日（日）、健康フェスティバルを開催しまし
た。午前中は文化福祉センターで、健康チェックコー
ナーや健康ドリンクコーナーなどを催し、午後からは市
立病院にて、認知症カフェや脳トレ体操を行ったり、
キッズコーナーでは、白衣を着て職業体験を行ったりし
ました。雨にも関わらず、約650名の方々が集まり、普
段とは違ったにぎわいを見せました。参加者は楽しみな
がら自分のからだを見つめ直す機会となりました。

有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics
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まちづくり懇談会

　市民の皆さんと、まちづくりをともに考えることを目
的として、連合自治会との共催により「まちづくり懇
談会」を実施しています。懇談会は10月10日（火）か
ら11月２日（木）にかけて、市内８箇所（連合自治会単
位）で開催し、参加された市民の皆さんが、行政に対し
日頃思っていることや防災、子育て等様々な課題につい
て意見交換を行っています。

あまいね！もう一杯！

　糸我保育所の子どもたちは、地域住民有志の団体「た
ちばな会」の協力で、春から摘果や肥料やりなどの農作
業を体験してきました。10月11日（水）、みかん狩り
とジュース搾り体験では、自分たちで収穫し、搾ったみ
かんジュースを飲んで、「つぶつぶが入ってる」「あま
くておいしい」と何度もおかわりをしていました。みか
ん農家さんの仕事に触れる良い体験となりました。

きれいな花が咲きますように

　10月12日（木）、箕島保育所の子どもたちが除虫菊
の花の種を植えました。除虫菊には殺虫効果があり、蚊
取り線香の原材料として活用されています。
　子どもたちはプランターに種をまき、「どんな花が咲
くか見てみたいな」「虫をいっぱい追いはらってね」と
水やりをしながら願いを込めました。

１月生まれのお子さん（就学前）募集中！氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選　申込方法／郵便・メール・持込　締切／11月末日　　　　秘書広報課（内線205）※宛先は裏表紙参照申・問

こども
スマイ

ル
月生ま

れ

元気い
っぱい

のお子
さんを

紹介し
ます！

11

宮井 菜々子ちゃん
みや い な こな

（５歳）
おしゃれ大好き♪
お手伝い大好き♪
いつも頑張ってくれて
ありがとう！

粂田 晴凪ちゃん
くめ だ なせ

（６歳）
お誕生日おめでとう！
いつも笑顔に癒されて
るよ♡ありがとう♡
４月からは小学生。ラ
ンドセル楽しみだね♪

脇村 昇冴ちゃん
わきむら あ さ ひ

（１歳）
たれ目のニコニコ笑顔
が大好きだよ。これか
らも元気に大きく育っ
てね！

梅本 葵羽ちゃん
うめもと ばあお

（１歳）
あおちゃん１歳おめ
でとう♡
世界で１番大好きだ
よ♡

西本 拓叶ちゃん
にしもと とたく

（１歳）
１歳の誕生日おめで
とう！いっぱい食べ
て、元気にそだって
ね♪
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て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
な
ど
再
交
付
を
行
い
ま
す

の
で
、
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
（
国
民
年
金
課
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■「
年
金
の
日
」・「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

【
11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は
「
年
金
の
日
」】

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込

額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
が
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
日
本
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

℡
０
７
３
ー
４
４
７
ー
１
６
６
０

　
　

健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

　

市
内
全
域
（
矢
櫃
・
逢
井
地
区
を
除
く
）
に

お
い
て
、
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
設
置
が

完
了
す
る
浄
化
槽
を
対
象
に
補
助
金
交
付
申
請

の
た
め
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
対
象

・
設
置
者
の
居
住
す
る
た
め
の
建
物

・
延
べ
床
面
積
の
半
分
以
上
が
設
置
者
の
居
住

す
る
た
め
の
建
物

・
市
税
等
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

補
助
金
額

・
５
人
槽　

３
３
２
，
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽　

４
１
４
，
０
０
０
円 

・
８
人
槽
以
上　

５
４
８
，
０
０
０
円

受
付　

11
月
30
日
（
木
）

※

み
な
し
浄
化
槽
の
撤
去
を
伴
う
と
き
は
、
撤

　

県
下
１
２
６
校
の
応
募
の
中
か
ら
、
市
内
で

は
次
の
小
学
校
が
入
賞
し
ま
し
た
。

奨
励
賞　

　

田
鶴
小
学
校

　

保
田
小
学
校

　

初
島
小
学
校

　

港
小
学
校

　
　

市
民
課
（
内
線
３
４
６
）

■「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民
税

の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

等
が
必
要
で
す
。

○
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
（
12
月
末

ま
で
の
納
付
見
込
額
も
含
む
）
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

（
ま
た
は
領
収
証
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
２
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、翌
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
宛

去
に
要
す
る
費
用
又
は
、
９
万
円
の
い
ず
れ

か
低
い
額
を
加
算
し
ま
す
。

※

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
、
飲
食
店
又
は
民

宿
に
つ
い
て
も
補
助
金
の
交
付
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
管
理
者
の
皆
様
へ

　

管
理
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
で
次
の
よ
う
な
場

合
は
、
市
役
所
ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
続
や
売
買
等
で
管
理
者
の
変
更
が
あ
っ
た

場
合

■
浄
化
槽
の
使
用
を
３
ヶ
月
以
上
休
止
す
る
場
合

■
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
た
場
合

■
浄
化
槽
の
使
用
を
開
始
し
た
場
合

■
５
０
１
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
で
、
技
術
管
理

者
を
変
更
し
た
場
合

　
　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

　

納
期
内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平
を
保

ち
、
滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
県
及
び
和

歌
山
地
方
税
回
収
機
構
と
合
同
で
、
税
収
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

税
金
を
滞
納
す
る
と
、
納
め
る
べ
き
税
金
の

他
に
延
滞
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
す
る
と
、
法

律
に
基
づ
き
滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
、

給
与
や
不
動
産
な
ど
財
産
の
差
押
え
や
公
売
な

ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
納
期
内
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
税
相
談
の
実
施

　

納
付
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
滞
納

を
放
置
す
る
こ
と
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
仕

事
の
都
合
等
の
理
由
で
、
昼
間
市
役
所
へ
来
所

で
き
な
い
場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

夜
間
で
も
随
時
、職
員
が
納
税
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

税
務
課
（
内
線
２
３
２
）

　
　

健
康
課
（
内
線
３
４
９
）

　

有
田
市
文
化
賞
は
、
本
市
文
化
の
発
展
に
貢

献
し
た
と
認
め
ら
れ
る
個
人
ま
た
は
団
体
に
対

し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
市
が
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　

表
彰
式
は
次
の
日
程
で
執
り
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
（
火
）
10
時
〜

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

文
化
賞

　

成
川　

満　

氏

文
化
功
労
賞

　

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
糸
竹
会

文
化
奨
励
賞

　

宮
本 

和
明　

氏

　
　

秘
書
広
報
課
（
内
線
２
０
５
）

平
成
29
年
度
有
田
市
文
化
賞
表
彰
式

問

問

問問

問

「
第
35
回
和
歌
山
県
小
学
校

　
　
　

 

人
権
の
花
運
動
」
入
賞
校
が
決
定

国
民
年
金
に
つ
い
て

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【平成29年 10月 1日現在】

人口28,824人（前月比-38人）
男　13,729人　女　15,095人
世帯数　11,837戸

お
し
ら
せ

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
交
付
申
請

11
月
・
12
月
は

　
　

 

「
税
の
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

か
わ

み
つ
る

な
り

た
け
か
い

い
と

も
と

か
ず
あ
き

み
や
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平成28年度決算報告 　　経営企画課（内線３９２）問

　平成２８年度は、まち・ひと・しごと創生総合戦略と長期総合計画後期基本計画が本格スタートする年度であり、魅
力ある「まち」・「ひと」・「しごと」がつながるまちの実現に向けて、子どもの医療費助成・教育支援の充実、新市民会
館の建設など未来に向かった投資を行うことに重点を置きました。
　一般会計を中心とした普通会計（注）の数値で報告しますと、普通交付税の減少などにより地方交付税が前年度比
３億２,７８９万円減少しましたが、ふるさと応援基金繰入金などで繰入金が同比４億６,０５８万円増、ふるさと応援
寄付金の増加により寄付金が同比３億４,７３６万円増など、歳入全体で１２億６,０４７万円の増加となりました。一
方で、新市民会館建設事業や津波時避難拠点地整備事業などにより普通建設事業費が前年度比５億１,２９１万円増、
ふるさと応援基金積立金の増により積立金が同比２億４,０８７万円増など、歳出全体で１２億２,９１６万円の増加と
なり、翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収支は１０億１８３万円の黒字となりました。

注）普通会計
　地方公共団体ごとに各会計の範囲が異なるため、各
団体間の財政比較や統一的な把握ができるように地
方財政統計上、統一的に用いられる会計区分。
注）赤字や資金不足がない場合「―」と表示。
　　（　）内は27年度数値との増減。

※早期健全化基準や経営健全化基準を超えると、健
全化計画の策定が義務づけられ、財政再生基準を超
えると、財政再生団体として国の関与を受けて財政
の再建に取り組むことになります。

決算額を家計に置き換えると・・・
（市民１人あたりの決算額) 29,107人(H29.3月末現在）

２８年度決算額 ２８年度
１人あたり

１０３．０億円 ３５．４万円

２３．５億円 ８．１万円

借金と貯金
市 債 （ 借 金 ） 残 高

財 政 調 整 基 金（ 貯 金 ）残 高
（　　前　　年　　度　　）

（　　前　　年　　度　　）

家計では ２８年度
1人あたり（円）

給料・ボーナス等

財産売却や賃貸収入
前 年 か ら の 繰 越
貯 金 の 取 り 崩 し

親 か ら の 援 助 等

借 　 　 　 　 　 金
収　入　の　合　計　

164,531

364
20,772
17,002

245,950

37,981
486,600

歳 入

自　主
財　源

依　存
財　源

歳　　　入　　　の　　　合　　　計

家計では ２８年度
1人あたり（円）

食　　　費　　　等

医療費・教育費等
借　金　の　返　済
光熱水費や電話代、
衣料・日用品代等
自 宅 の 補 修 費 等
自 治 会 ほ か
各 種 会 費 等
自宅の増改築費、
家 具 購 入 費 等 48,531

子どもへの仕送り等
貯　　　　　　　金
株 式 投 資 や 事 業
への出資・貸付等
支　出　の　合　計

75,868
79,582
51,371

59,709

3,669

55,449

48,020
21,291

5,046

448,536

（１０５．８億円）　　（３５．８万円）

（２０．７億円） （７．０万円）

（前　　　年　　　度）

（前　　　年　　　度）

（436,236）

（399,837）

投 資 及 び 出 資 、 貸 付 金

物　　　　　　件　　　　　　費

維　　　持　　　補　　　修　　　費

歳　　　出　　　の　　　合　　　計

補　　　助　　　費　　　等

投　　　資　　　的　　　経　　　費

繰　　　　　　出　　　　　　金
積　　　　　　立　　　　　　金

義務的
経　費

人　　　　件　　　　費

扶　　　　助　　　　費
公　　　　債　　　　費

歳 出

市税、分担金及び負担金、使用
料、手数料、寄付金、諸収入
財　　　産　　　収　　　入
繰　　　　越　　　　金
繰　　　　入　　　　金
地方交付税、国・県支出金、
地方譲与税、各種交付金
市　　　　　　　　債

平成28年度各会計の決算

歳　入 歳　出 差　引
（単位：万円）

収 益的

資 本的

収 益的

資 本的

介 護 保 険

特
別
会
計

合　　　　　　計

漁 業 集 落 排 水 事 業

会　計　区　分

一　　　般　　　会　　　計

国 民 健 康 保 険

初 島 財 産 区

企
業
会
計

上水道事業

病 院 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

健全化判断比率等の公表
　（単位：％）

区　　　　　分

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

（一般会計の
赤字割合）

（すべての会計
を合算した
赤字割合）

（一般会計に
おける借金の
実質負担割合）

（一般会計において
将来負担すべき
借金等の割合）

　健全化判断比率

＊早期健全化基準

＊財政再生基準

－ － 11.5（±0.0） －（△4.9）

13.90 18.90 25.00 350.00

20.00 30.00 35.00

【公営企業】

区　　　　　分 上水道事業 病院事業 漁業集落
排水事業

　資金不足比率 － 5.5（△0.6） －

＊経営健全化基準 20.00 20.00 20.00

1,416,775

528,580

517

5,639

313,277

69,752

917,765

48,479

0

243,822

17,536

1,305,982

497,138

309

5,634

303,291

68,861

875,233

44,279

23,692

260,057

35,134

110,793

31,442

208

5

9,986

891

42,532

4,200

△23,692

△16,235

△17,598
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広告

　

平
成
29
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
の
一
環
行
事
と
し
て
市

内
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ

る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
車
両
等
の
通
行
の
際

に
は
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

　
　

消
防
本
部　

℡
83
ー
３
１
１
９

日
時　

11
月
18
日
（
土
）

　

９
時
〜
特
産
品
・
農
産
品
販
売

　

９
時
30
分
〜
鮮
魚
販
売
入
場
整
理
券
配
布

　

10
時
〜　

鮮
魚
販
売
（
売
切
れ
次
第
終
了
）

※

天
候
不
良
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
テ
レ
ビ
和
歌
山
ｄ
ボ
タ
ン
で
周
知
）

　
　

産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
２
）

問 問
箕
島
漁
港
と
れ
ピ
チ
朝
市

イ
ベ
ン
ト

防
火
パ
レ
ー
ド

　

糸
我
峠
（
国
指
定
史
跡
）
に
お
茶

を
の
む
休
憩
所
が
あ
っ
た
こ
と
に

ち
な
み
、
く
ま
の
古
道
歴
史
民
俗
資

料
館
で
箕
島
高
校
茶
道
部
さ
ん
に

よ
る
お
茶
席
を
開
催
し
ま
す
。

　

熊
野
古
道
を
参
詣
し
た
人
々
の

よ
う
に
、
一
息
い
れ
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）　

　

両
日
と
も
10
時
か
ら
15
時
ま
で

※

抹
茶
・
茶
菓
子
が
売
切
れ
次
第
終
了

（
両
日
合
わ
せ
50
名
分
）

場
所　

く
ま
の
古
道
歴
史
民
俗
資
料
館

費
用　

２
０
０
円

問　

生
涯
学
習
課　

℡
82
ー
３
２
２
１

　

子
育
て
に
つ
い
て
学
び
・
考
え

る
場〝
親
こ
み
ゅ
〞を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
必

要
な
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
に

つ
い
て
の
講
座
と
調
理
実
習
で
す
。

　

試
食
し
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ

イ
ム
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
21
日
（
火
）
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

対
象　

子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方　

※

市
外
に
お
住
ま
い
の
方
も
可

講
師　

酒
井
慶
子
氏
（
さ
け
い
料
理
教
室
）

講
座
『
子
ど
も
が
よ
ろ
こ
ぶ
バ
ラ
ン
ス
ご
飯
』

調
理
実
習　
『
ゆ
で
野
菜
と
チ
キ
ン
南
蛮
の
タ

ル
タ
ル
ソ
ー
ス
』　
『
チ
ン
ゲ
ン
菜
と
魚
介
の

ク
リ
ー
ム
煮
』

材
料
費　

３
０
０
円

申
込　

生
涯
学
習
課
ま
た
は
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
、お
電
話
等
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切　

11
月
14
日
（
火
）
ま
で

定
員　

18
名
（
先
着
順
）

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

託
児
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
申
込
時
に
お

申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
　

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
９
６
）

日
時　

12
月
17
日
（
日
）
13
時
〜
16
時

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

25
歳
〜
49
歳
の
未
婚
の
男
女

人
数　

男
女
各
15
名（
最
少
催
行
人
数
各
５
名
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
当
日
支
払
い
）

内
容　

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
ノ
エ
ル
・
ア
リ
ダ
・

ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
ス
イ
ー
ツ
も
ご
用
意
！
自
己
紹
介
タ
イ

ム
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
有
。

当
日
の
予
定　

自
己
紹
介
タ
イ
ム
↓
有
田
市
特

産
品
が
景
品
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
↓
フ
リ
ー
タ

イ
ム
（
ケ
ー
キ
）
↓
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
終
）

※

司
会
は
、
お
笑
い
芸
人
さ
ん

申
込
締
切　

11
月
30
日
（
木
）
必
着

参
加
条
件　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方
、
ま
た
は

結
婚
後
、
市
内
に
定
住
す
る
意
志
の
あ
る
未

婚
者
（
学
生
は
不
可
）

申
込
方
法　

①
〒
住
所　

②
氏
名　

③
性
別　

④
年
齢　

⑤
職
業　

⑥
電
話
番
号　

⑦
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
う
え
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。　

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

郵
送　

住
所
は
12
ペ
ー
ジ
を
参
照

Ｅ
メ
ー
ル　

arikon@
npo-w

ebleaf.org
※

都
合
に
よ
り
時
間
・
内
容
等
が
変
更
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
３
）

家
庭
教
育
支
援
講
座
〝
親
こ
み
ゅ
〞

ク
リ
ス
マ
ス
ス
イ
ー
ツ
で
婚
活
！

　

 

『
第
２
回
で
あ
え
る
あ
り
だ
２
０
１
７
』

問

問

箕
島
高
校
生
徒
に
よ
る
お
茶
席

　
　
　

 

in
く
ま
の
古
道
歴
史
民
俗
資
料
館

実施所園 日　時 パレードコース

初島幼稚園

宮原保育所

箕島保育所

宮崎町保育所

11月13日（月）
10:00～11:00

初島公民館から
　初島幼稚園周辺

11月14日（火）
9:30～10:30

宮原保育所周辺

11月15日（水）
9:30～10:30

箕島保育所から
オークワ箕島店周辺

11月16日（木）
9:30～10:30

宮崎町保育所から
　宮崎公民館周辺

申
・
問

◆「人権を考える強調月間」及び「同和運動推進月間」 ～育てよう  一人ひとりの人権意識～
人権を考える強調月間　11月11日～12月10日
同和運動推進月間　11月 1 日～11月30日

◆平成29年秋季全国火災予防運動「火の用心  ことばを形に  習慣に」
11月9日～11月15日

全国で秋の火災予防運動が実施されます。

さ
け

い

け
い

こ
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小
型
特
殊
自
動
車
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
ほ
か
、
農
耕
用
の
ト
ラ

ク
タ
ー
、
田
植
え
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
所
有

者
は
道
路
を
走
ら
な
く
て
も
、
市
役
所
税
務
課

に
て
軽
自
動
車
税
の
申
告
・
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
運
転
席
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
軽
自
動
車
税
の
対
象
外
で
す
。

区
分

　

特
殊
自
動
車
の
う
ち
、①
〜
④
す
べ
て
に
該

当
す
る
も
の
（
農
耕
作
業
用
を
除
く
）

　

①
車
両
の
長
さ　

4.7
ｍ
以
下

　

②
車
両
の
幅　

1.7
ｍ
以
下

　

③
車
両
の
高
さ　

2.8
ｍ
以
下

　

④
最
高
速
度　

15
㎞
／
ｈ
以
下

※

農
耕
作
業
用
に
つ
い
て
は
、
最
高
時
速
が

　

35
㎞
／
ｈ
未
満
の
も
の（
サ
イ
ズ
の
制
限
な
し
）

登
録
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
車
台
番
号
の
石
刷
り
、
販
売
証
明
書

等
車
両
情
報
が
わ
か
る
も
の

税
額

　

農
耕
作
業
用
の
小
型
特
殊
自
動
車

２
，
４
０
０
円
／
年

　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
小
型
特
殊
自
動
車

５
，
９
０
０
円
／
年

※

小
型
特
殊
自
動
車
は
償
却
資
産
で
の
申
告
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

税
務
課　

市
民
税
係
（
内
線
３
７
４
）

　

特
殊
自
動
車
の
う
ち
、
小
型
特
殊
自
動
車
の

対
象
と
な
ら
な
い
車
両
に
つ
い
て
は
、
大
型
特

殊
自
動
車
に
区
分
さ
れ
、
償
却
資
産
と
し
て
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

税
務
課　

資
産
税
係
（
内
線
５
１
４)

　

10
月
１
日
か
ら
和
歌
山
県
最
低
賃
金
は
、
時

間
額
７
７
７
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

使
用
者
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
定
め
ら

れ
た
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
最
低
賃
金
法
違
反
に
つ
い
て
は
、
罰

則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
和
歌

山
労
働
局
賃
金
室
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

和
歌
山
労
働
局
賃
金
室

℡
０
７
３
ー
４
８
８
ー
１
１
５
２

　

有
害
な
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気

機
器
（
変
圧
器
、
コ
ン
デ
ン
サ
、

家
庭
用
を
除
く
照
明
用
安
定
器

な
ど
）
は
処
理
期
限
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

※

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ‥

平
成
33
年
３
月
ま
で

※

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ‥

平
成
39
年
３
月
ま
で

　

事
業
所
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
機
器
等
の
有

無
を
再
点
検
の
上
、
期
限
内
の
処
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

県
庁
循
環
型
社
会
推
進
課

℡
０
７
３
ー
４
４
１
ー
２
６
９
２

　
　

湯
浅
保
健
所　

℡
64
ー
１
２
９
３

日
時　

11
月
16
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

場
所　

湯
浅
納
税
協
会
３
階
会
議
室

対
象　

有
田
市
の
方

内
容　

平
成
29
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か
た
及

　

び
法
定
調
書
等
の
提
出
に
つ
い
て

■
税
を
考
え
る
週
間

　

国
税
庁
で
は
、毎
年
11
月
11
日
〜
17
日
を「
税

を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
様
々
な
広
報
活
動

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

湯
浅
税
務
署　

℡
63
ー
５
３
５
１

日
時　

11
月
18
日
（
土
）

場
所　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
和
歌
山
地
方
税
回

収
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　

和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構

℡
０
７
３
ー
４
２
２
ー
３
６
３
０

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
獅
子
の
会
」

（
野
・
山
地
地
区
）
で
は
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
祭
り
用

備
品
の
整
備
を
し
ま
し
た
。
獅
子
舞

等
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
祭

り
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を

図
る
役
割
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

問　

経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
３
）

　

有
田
地
方
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
の
支
援

の
た
め
、
紀
州
有
田
商
工
会
議
所
、
有
田
市
並

び
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
浅
と
の
共
催
で
「
第
７

回
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

求
職
者
及
び
来
春
卒
業
の
学
生
で
有
田
地
方

に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
是
非
こ
の
機
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
求
人
を
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
所
の

募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。
是
非
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時　

12
月
２
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
等

①
面
談
会　

新
卒
及
び
中
途
採
用
の
面
談
等

　

多
数
の
有
田
市
内
事
業
所
が
参
加
予
定

②
就
職
相
談　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
浅
に
よ
る
就

職
相
談

◎
面
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
履
歴
書
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所　

℡
83
ー
４
７
７
７

　

県
で
は
、
今
年
度
か
ら
結
婚
や
出
産
等
で
離

職
し
た
女
性
、
定
年
退
職
し
た
方
、
都
会
で
働

く
人
が
県
内
で
再
び
働
い
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
就
活
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て

「
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
再
就
職
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
情
報
や
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る
県
内

の
企
業
情
報
、採
用
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

和
歌
山
県
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
３
ー
４
２
１
ー
８
０
８
０

問　保健センター
　　℡ 82- 3223

問 問

問問問

小
型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
へ

大
型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
へ

平
成
29
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会

第
７
回
有
田
就
職
フ
ェ
ア

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

和
歌
山
市
町
村
合
同
公
売
会

再
就
職
を
お
考
え
の
方
へ

  

「
和
歌
山
県
就
活
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

　
　
　
　
　
　

使
用
者
も　

労
働
者
も
」

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
機
器
の
期
限
内
処
理

申
・
問

問

問問平
成
29
年
度

　

国
民
健
康
保
険
税
（
第
５
期
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
５
期
）

　

介
護
保
険
料
（
第
５
期
）

　
　
　

納
期
限
は
11
月
30
日（
木
）で
す
。

し

し



⑪ ARIDA　2017. 11

広告

★アリッサのおはなしかい
　（乳幼児～就園前くらい）
　11月２日（木）・12月７日（木）
　10：30～
　場所　わくわくのもり

★水曜映画会（おとな向け）
　「綾小路きみまろの人生ひまつぶし第2巻」
　11月８日（水）14：00～
　場所　市民会館１階リハーサル室

★シモン’Ｓクラブ（中高生向け）
　「アヒルと鴨のコインロッカー」
　11月12日（日）13：30～
　場所　市民会館１階リハーサル室

★どようえいがかい（子ども向け）
　11月11日（土）13：30～
　「ウォーキング with ダイナソー」
　12月２日（土）13：30～
　「トムとジェリーの大冒険」
　場所　市民会館１階リハーサル室

　
★ダグラスのおはなし会
　（5歳くらい～）
　11月18日（土）14：00～
　場所　わくわくのもり

★読聴読聴音読会（おとな向け）
　11月22日（水）14：00～
　場所　図書館グループ学習室
　定員　10名
※１時間前に整理券を配付します。
すべて参加無料・申込み不要です。

ど　き　ど　き

小川 仁志／著
ＰＨＰ研究所

白澤 卓二／監修
西東社

「ジブリアニメで哲学する
　世界の見方が変わるヒント」

「認知症予防の第一人者が
　教える 脳にいいこと辞典」

みんな来てね！

有田市図書館　℡82―3220

「風の谷のナウシカ」から「風
立ちぬ」まで、宮崎駿監督の
10作品の主要モチーフである
「風」「森」「城」「海」な ど を
哲学し、我々が生きる現実世
界の本質を解き明かしてくれ
る新感覚の一冊。

脳の老化を防ぐ生活習慣、脳
の神経細胞を増やす運動、脳
トレ、ストレスを減らし脳が
若返る生活…など、認知症の
予防に本当に効果があること
を最新の研究に基づいて紹介
します。

しひとがわお
じたくさわしら

　11月になり、朝晩は冷え込んできましたね。
現在「美味しい小説」を集めたコーナーも作っ
ています。冬にぴったりのあたたかいお料理の
本もご用意して、皆様をお待ちしています。
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Hospital Topics
■
保
険
確
認
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置

　

従
来
、
毎
月
初
め
の
受
診
の
際
に
は
会
計
時

に
保
険
証
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
会
計
で
の
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
、

受
付
時
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
変
更
し

ま
す
。

○
変
更
後
の
流
れ

　

毎
月
初
め
の受診

の
際
に
は
、

①
再
来
受
付
機
に
て
受
付
し

て
く
だ
さ
い
。

②
保
険
確
認
カ
ウ
ン
タ
ー
に

て
保
険
証
を
ご
提
示
く
だ

さ
い
。

※

保
険
確
認
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、

10
月
よ
り
薬
局
前
に
新
設

し
て
い
ま
す
。

■『
ミ
ニ
健
康
講
座
』
開
催
！

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
予
防
』
に
つ
い
て
で
す
。
冬
も
近
づ
き
、
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
気
に
な
る
季
節
で
す
。

　

感
染
予
防
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

皆
様
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
第
２
回
講
座

テ
ー
マ　
『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防
』

講
師　

吉
田
俊
晴
（
感
染
管
理
認
定
看
護
師
）

日
時　

11
月
８
日
（
水
）　

14
時
〜
15
時

場
所　

市
立
病
院　

西
棟
４
階
会
議
室

◇
第
３
回
講
座

テ
ー
マ　
『
認
知
症
に
つ
い
て
』

日
時　

12
月
13
日
（
水
）　

14
時
〜
15
時

場
所　

市
立
病
院　

西
棟
４
階
会
議
室

　
　

市
立
病
院
医
務
課　

℡
82
ー
２
１
５
１

問

要
で
す
。

※

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え
入
場
整

理
券
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

※

ご
応
募
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽
選
結
果
の

ご
連
絡
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料
の
お

願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局

℡
０
７
３
ー
４
２
４
ー
８
１
１
１

（
平
日
９
時
30
分
〜
19
時
）

　
　

有
田
市
民
会
館　

℡
82
ー
２
６
２
６

（
水
〜
月　

９
時
〜
17
時
）

募
集
職
種
・
人
員　

主
事
・
１
名

雇
用
期
間　

平
成
30
年
１
月
１
日
〜

平
成
30
年
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

（
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
メ
ー
ル
等
）

勤
務
先　

有
田
市
立
宮
原
公
民
館

勤
務
内
容　

公
民
館
運
営
・
管
理
事
業
に
係
る

事
務
等

勤
務
時
間　

９
時
〜
22
時
の
う
ち
週
29
時
間
程
度

※

休
館
日
／
木
曜
日
、
年
末
年
始

報
酬　

月
額
９
８
，
５
０
０
円

（
固
定
給‥

源
泉
徴
収
前
）

※

雇
用
保
険
・
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
有

申
込
方
法　

11
月
24
日
（
金
）
17
時
ま
で
に
、

生
涯
学
習
課
へ
履
歴
書
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考　

12
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜

　
　
　

面
接
試
験

　
　
　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
内
線
２
９
６
）

　

県
下
10
団
体
が
集
ま
る

大
会
で
、
本
市
で
は
有
田

少
年
少
女
合
唱
団
「
テ
ィ

ン
ク
ル
」
が
出
演
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
　
　

14
時
開
演

場
所　

市
民
会
館　

紀
文
ホ
ー
ル

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送
「
上
方
芸
人
」
の

公
開
録
音
を
実
施
し
ま
す
。
上
方
演
芸
会
に
よ

る
漫
才
、
漫
談
な
ど
、
上
方
な
ら
で
は
の
話
芸

の
数
々
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時　

12
月
22
日
（
金
）
18
時
30
分
開
演

場
所　

市
民
会
館　

紀
文
ホ
ー
ル

出
演
者　

海
原
は
る
か
・
か
な
た
、ザ
・
ぼ
ん
ち
、

テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
、
喜
味
家
た
ま
ご

司
会　

吉
田
真
人
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

※

入
場
無
料
。
な
お
、
入
場
整
理
券
（
１
枚
で

２
人
入
場
可
）
が
必
要
で
す
。

応
募
方
法　

郵
便
往
復
は
が
き
に
、
次
の
事
項

を
ご
記
入
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

往
信
用
裏
面‥

郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
・
電

話
番
号

返
信
用
表
面‥

郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前

返
信
用
裏
面‥

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

抽
選
結
果
を
印
刷
し
て
返
送
い
た
し
ま
す
。

申
込
先　

〒
６
４
０―

８
５
５
６〈
住
所
不
要
〉

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局
「
上
方
演
芸
会
」
係

締
切　

12
月
４
日
（
月
）
必
着

※

１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理
券
が
必

問

第
44
回
和
歌
山
県

　
　
　

 

少
年
少
女
合
唱
団
合
同
演
奏
会

募
　
集

有
田
市
民
会
館
自
主
事
業

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音
「
上
方
演
芸
会
」
観
覧
者

宮
原
公
民
館
主
事
募
集

再来受付機保険確認カウンター

申
・
問

だ

と
し
は
る

よ
し

だ

ま
こ
と

よ
し

み

や

う
な
ば
ら

き
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より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

　私たちは感謝の気持ちを「お陰さ
ん（様）で・・・」と表現するとき
があります。語源は目に見えない加
護や助けを神仏の陰として感謝する
ところから来ているそうです。「目立
たない仕事をしている人へのあいさ
つを忘れてはいけない。私たちはお

互いに『おかげさま』で生きているのだから」故人・渡
辺和子さんのことばです。
　先日、福祉事業やボランティア活動などを通して、社
会福祉の増進に寄与された方々を讃える和歌山県社会福
祉功労者表彰式が開催されました。私も県市長会を代表
し、これまでのご労苦に対し、心から敬意を表し、感謝
の意を申し上げてまいりました。
　本年度は１３０名と４団体の皆様が表彰を受けられ、

本市からも９名の受賞者がおられました。日頃から縁の
下の力持ちとして、目立たない立場での業務やボラン
ティア活動などをされている皆様には、知事からの表彰
を受けられたことを励みとされ、今後もより一層ご活躍
されるようご期待申し上げます。
　これまでも福祉の現場において、難しい場面に対峙す
ることや、責任の重さを感じることがあったと思います。
今後も高齢化が一層進行し、福祉サービスへのニーズが
高まるなど、きめ細かな実践が求められ、ますます難し
さを増していくことが予想されます。
　市行政としましても、福祉に携わられておられる方々の
ご意見やお力添えのお陰もいただきながら、社会福祉の課
題に正面から向き合い、地域福祉の向上に取り組んでまい
りますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
 有田市長　望月 良男

参加者募集中 !!  
応募締切：Ｈ30.1.5（金）
開催日：Ｈ30.2.11（日）

※必着

　　産業振興課（内線２７１）

前回大会では、約８００人の方々が集まり、マラソン
やウォーキングをしながら風光明媚な風景を楽しんで
いただきました。
今回は第１０回記念大会！前々回大会で好評だった
カップルマラソンが復活し、表彰者全員に特産品をプ
レゼントします!!
毎回好評の親子マラソン部門の実施や参加者への「は
も団子汁」の提供、特産品等が当たるくじ引き抽選会
も実施します!!
最大高低差１５０ｍのコースを爽快に駆け抜けてみま
せんか？詳しくは、市ホームページをご覧ください。

問

201
8 有田

みかん海道マラソン★第10回記念大会201
8 有田

みかん海道マラソン★第10回記念大会

◆種目・参加資格・参加費・表彰ほか
参加種目

マラソン
男子

マラソン
女子

ウォーキング

親子
マラソン

距離

10km

10km

7km

2km

参加部門・資格
高校生～39歳以下
40歳～49歳以下
50歳～59歳以下
60歳以上

＊各部門毎に１～３位
　まで賞状・メダル
＊各部門毎に１～3位
　に副賞
＊完走者に当日記録証
　発行

完歩証発行
＊1～3位に賞状・副賞
＊1組にナイスファミリー賞
＊完走チームに後日記録証
　発送

ランテスでの
エントリー、
スポーツナビDo
でのエントリー
もしくは
専用振替払込用
紙による申込

郵送・持込

事務局へ
事前電話予約

高校生～39歳以下
40歳～49歳以下
50歳～59歳以下
60歳以上

年齢不問

小学3年～6年まで
の子供とその親
1組3名まで

参加費

無　料

（１組）
1,000円

（一般）
2,500円

（高校生）
1,500円

定員（先着）

800名

300名

50組
（要予約）

カップル
マラソン 10km

＊1～3位に賞状・副賞
＊完走チームに後日記
　録証発送

18歳以上のカップ
ル・夫婦
（高校生は除く）

（１組）
4,000円

表彰等 申込方法

わた

こかずなべ
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